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述べないが，使購Lた検流計の特性は次の磁りである．

　　　電流感鍵ほ惑×難噸A趣灘
　　　驚イノレ才蟻影鷺；22（｝黛

　　　外部臨界制動無抗：2，500繍

　　　騰拳ぎ／覇趨駆《瓦零翠少

　この検流、計の臨界冠制動状態における燭濾i数特穫塞第7

図に示した．唱
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　本報の鋤約上，測定結果について立入つた解析を行隠

わづ寂雲奪翫二1糠の護｝憲肇簸鷺の／夢籔露舞お、虹℃糧漫ヌ転筆翻流の購孝難灘し篠戴

録篤購礁姥較しながら考察を行なつてみる。迷走電横濤は

著しく短周期の成分を含む不趨則な変動であ鯵，工懲・

翻遜導の施設が発生源で藩るから深夜においてはその活

動が停止ないし／慮…讐L〆く弱震るものとされている、第銭

図の夜間の記録蕪（1）と昼閥の記録羅（iりおよび亙）

とを比鮫する払　昼問融記録におジて雌不規則な短周期

の駕勇が卓1越しているので，この糞慰護或には昼問かな！）の

強度の迷走電饗が存藁聾するものと考えられる．これ1迷

走’嘱場と馨ぴえられるものには，その雛忍，鍵1が○．§灘V／駄撫

拳慶のものが数多く，時鰭L　S驚V、4燃／以．1鑑の強度に達
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と考え護れるが，蘇立市にある迷走電流源よ！）の影餐、慧

どの程度になるかしらべてみる、測定を糞施箋、’た、北離城

市、ヒ桜井部落付近は3－6磁一職の低比抵抗を示す舞，＿．

紀層が約500岬蘇叙）燃の厚さで基盤を覆つてお瞭）芦　9
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偽）盛／轍　と仮定す懲．このような迷走電流灘癒実在戦
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それとの大いさの棉違は鳶宵者付近が騒熱麟内外，後者

唇お癒は蓋畷頚逸彗慧i索導タト総）の1韓力違敦驚鍵霧こ翠1護くタテ着ぎす嶺こ二と
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嚢蕉評諜烹旗）燃の妻醸載華完、講定に灘り姻〉5，駐に｛》．｛）マ慕酬§，！§

撫V程獲の寄生電場弧よる電騰変動轟罵急が存在する胤

、ヒにな診，瀦一 鞍藏轍よ懲！櫨V闘の議圧降下鳥γを電

位　計瀧によつて瀞1定するためには，少なくとも轟騨

とLて13雛V以．Lの嫉が必要であ導、、なお，これらの寄

爵鉱嚢」謬の菱動はブ躍韓餐1三をもつているため鮮≠糞ノ卦変灘カプヲ向

に㌶翼瞭衆を奨けるな総滅ズ肇ア麺辮∫鞍嚇一の景参欝撃を壽舳．駕案由し．めう

孫であろヴ。，寄生灘場ダ）驚動は鷺豪々の周期の成分を含

」み寒かつ韓寺に一ヒ霞慕4）ブ榎いさ琢、、／　㎜慶濠棲も薫鉱づ裏捺ため艶糸糞

電叢流の方岡を逆転せし〆め贋餐瀞！定を行ない，認罵～嘉罵毒

をブくきく勤ることも潰藤嘉鮮灘嚢1を一／ゴずるブγ濯工の工つで漉1挙

孫．　鳥罵櫨罵もを蒙，乳くする蓑、il本的処ll．もは給叢羅流を増天

・鷺1副め導こと蝋あるめ裏襲　嚢購報鷲灘とじてき藩奪譲i、薦／問1籍

A1奉が増大するぐともに，大地内の給簿．議流醤度が次第

に・威、期摩嚇る難と羅嬢避暴愛ら離’凧ず，瀦　　 嶺発に．勲る“熟1発蕉瓢
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門

鳥γ膿罵喜）1蝉、第に悪くなる。、したがつて，給鷺鷺極

闘ド溺がプてきくなつた瀞畢こは，瀞雛三．方試1も蔑劉立浩．歎1擁露

　碧去へ転換づ㎜ることフ診考えるべきであ恐、

　次に等 ．1、｝．述べた、鷺生’測　鈴変動およびン極その鶴の

蕪寿閥霞撃変イヒに伴なう騒隔素が曇終際に比黎灘ラ七測足におよぼ摩畑

影鱒をみるため，’1．、、差計によ1懲測定とオツシ資グ饗フ

を用いた偏読法による測定とを同時に行ない比較1、た．
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い．測定誤差にもウとも重大な影響をおよぽす要素はや
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は，凱のよ鱗麟灘合には，電位　擁を用いた零位洗罎測
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ている。わオ㌻わオしの矯いた薯難麟ε装麗は繕蘇議鴛去／瓢よる’勧象～

探鉱装置と嘉て製作されたものでなく，記録器の応答は

満簸すべきものではな．いが，鳥マの櫨として灘確な指；蔀

がえられぬ劇熱馬潟もに後述する電流¢婿肋撫切断直
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後に生ずる誘導分極による過渡現象にあることが第嚢図

よ！ラ知られる．

藝．　誘轟分麓の影響

　誘導分極の影響を求めるために行なつた測定結果は第

欝図紅示した．実験は寄盤電場の影響をしらべた北茨城

市、磁藁井部落で，前記のオツシ灘グラフを用い，電極閥

隔轟覇輪のW韓離配置によつて行なつた、

流切断後における残留電位差の時間的変化は通電時問に

．軌つて左宥審れ蜘，残留電位差¢）大いさよ！）給電電流投

入後に』おける誘導分極による電庄変動値を決定すること

には幾何かの間題がある．しかし欺がら，給電電流切断
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大い懸と較べて無視で灘篠ほビ小癬いとはいえない．麟

闘の測定に際して慮繋鰍した給電電流による残留電位藻が

麟然電位難に較べて無視しえぬ閥に海然電位藻の補懸1婁を

行なうこおは測定に誤差．を導．入す碑ることになる、また，

測。定が終了L給電電流切断後，嶽然電位差の補儒獄懇を

再点検した場合，補償平衡が破れている煮とがある．胤

れは通電以繭に行な，つ雄撫然電位差の補償が不完全であ
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